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GMO サイバーセキュリティ by イエラエ株式会社 
 

GMO ナショナルセキュリティ、 
国家・経済安全保障領域のサイバーインテリジェンス機能を強化 

〜専⾨部署を新設、元⽇本経済新聞記者の寺岡篤志を責任者に起⽤〜 
 
 GMO インターネットグループの GMO サイバーセキュリティ by イエラエ株式会社（代表取締役 CEO︓
牧⽥ 誠 以下、GMO サイバーセキュリティ by イエラエ）（※1）の 100%出資により設⽴したグループ会社
GMO ナショナルセキュリティ株式会社（代表取締役社⻑︓⼤越⼤造）(※2)は、国家レベルのサイバー脅威
や経済安全保障上のリスクへの対応⼒を⾼めるため、サイバーインテリジェンス機能を本格的に強化しま
す。 

その⼀環として、2026 年 9 ⽉ 1 ⽇、国家レベルのサイバー脅威や経済安全保障上のリスクを分析する専
⾨部署「インテリジェンス課」を新設し、課⻑に⽇本経済新聞社で記者としてサイバーセキュリティ分野を
専⾨に取材してきた寺岡篤志を起⽤しました。 

ホワイトハッカーによる技術的な分析 OSINT（Open-Source Intelligence︓オープンソース・インテリ
ジェンス）(※3) を活⽤した国際情勢・地政学リスクの分析を組み合わせることで、⾏政機関や重要インフラ
事業者に対し、サイバー脅威の早期把握から意思決定・対策につながるインテリジェンスの提供を⽬指しま
す。 
 

 
（※1）GMO サイバーセキュリティ by イエラエ株式会社は GMO インターネットグループ株式会社の連結会社です。 

（※2）https://gmo-cybersecurity.com/news/20260428/ 

（※3）インターネット上の Web サイト、SNS、公的データベースなど、誰でも合法的にアクセスできる公開情報を集めて分析し、

有益な情報や脅威の兆候を⾒つけ出す⼿法のこと。 

 
【サイバーインテリジェンス機能強化の背景】 

コメントの追加 [sし1]: 読みやすさだけですが、⾏替

えをしたほうが良いかと思います。 
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国家安全保障をめぐる国際環境が急速に変化する中、国家レベルのサイバー攻撃は⾼度化し、⾏政機関や
重要インフラを狙う脅威は拡⼤しています。政府は 2026 年 7 ⽉、サイバーセキュリティ戦略本部において
2026 年度の年次計画「サイバーセキュリティ 2026」(※4)を決定し、AI の技術進展等を踏まえた対応⼒強
化の必要性を⽰すなど、社会全体でセキュリティ対応⼒の底上げが求められています。 

 
 こうした背景から、GMO サイバーセキュリティ by イエラエは、2026 年 5⽉、セキュリティ・クリア
ランス制度に準拠し、国の⾏政機関や重要インフラ事業者を対象に包括的なサイバー攻撃対策⽀援を⾏うこ
とを⽬的として GMO ナショナルセキュリティを設⽴しました。 
 
今後、国家・経済安全保障領域におけるサイバー防衛をさらに強化するためには、攻撃⼿法を技術的に分

析するだけでなく、その背景にある国際情勢や地政学リスク、攻撃者の意図まで捉え、意思決定につながる
情報として提供するインテリジェンス機能が重要になります。 

 
この⽅針のもと、GMO ナショナルセキュリティはサイバーインテリジェンスを今後の重点機能の⼀つと

位置付け、専⾨部署「インテリジェンス課」を新設します。 
 

（※4）https://www.cyber.go.jp/pdf/policy/kihon-s/260731decision1.pdf 

 
【「インテリジェンス課」の具体的な活動内容】 
 「インテリジェンス課」では、次のような活動を通じて、国家レベルのサイバー脅威に対する分析・情報
提供機能を担います。 
 
・国家レベルのサイバー脅威に関する情報収集・分析、および定期レポートの発⾏ 
・地政学リスクや国際情勢の変化がサイバー脅威に与える影響の調査・評価 
・⾏政機関・重要インフラ事業者の意思決定の⼀助となる情報提供 
・OSINT を活⽤した、攻撃者の意図・⼿⼝の分析 
 
【GMO ナショナルセキュリティ 代表取締役社⻑ ⼤越 ⼤造のコメント】 

寺岡⽒が⻑年培ってきたサイバーセキュリティ・経済安全保障分野の取材経験と OSINT 分析⼒は、国家
レベルの脅威に⽴ち向かう『インテリジェンス課』に不可⽋な⼒です。ホワイトハッカーの技術⼒とインテ
リジェンス分析を融合し、⾏政機関・重要インフラの防衛⽀援体制を強化してまいります。 
 
【GMO ナショナルセキュリティ インテリジェンス課 課⻑ 寺岡 篤志のコメント】 
 つい２年前までは新聞記事では使えなかったインテリジェンスという⾔葉が今では多くのニュースで⽬
にするようになり、時代の⼤きな変化を感じています。この重要な局⾯で、実務者として⽇本のインテリジ
ェンス強化に携われることを⼤変うれしく思います。これまでの記者活動や英⽶での留学で、⽇本のインテ
リジェンスについて多くの有識者の⽅と意⾒を交わす機会がありました。その経験を少しでも還元していき
たいと思います。 
 
【寺岡 篤志のプロフィール】 
 2008年に⽇本経済新聞社へ⼊社し、社会部などで事件・事故取材にあたりました。2014年に発⽣した
⼤⼿ビットコイン取引所のビットコイン消失事件の取材を機にセキュリティ関連の取材に携わるようにな
り、2022 年にセキュリティの専任記者となり、コーポレートセキュリティ、安全保障、影響⼯作、サイバ

コメントの追加 [mも2]: 配信まで時間的余裕がない中

ではありますが、寺岡⽒のコメントと、あとは「イン

テリジェンス機能強化」という経営⽅針を受けて、代

表・⼤越さんのコメント、両⽅⼊れられると⾮常に効

果的かと思います。 
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ー犯罪、アンチマネーロンダリングなどをテーマに取材を重ね、OSINT をベースとした調査報道に取り組
みました。また同年に九州⼤学サイバーセキュリティセンターの教育訓練プログラムを修了しました。 

2024年英国政府によるサイバーセキュリティフェローシッププログラムに参加、2025年にはフルブラ
イト奨学⽣としてサイバー安保政策の研究で⽶メリーランド⼤学に留学した経験を持ちます。 
 
【今後の展望】 
 GMO ナショナルセキュリティは今後、ホワイトハッカーによる攻撃者視点の技術⼒と、OSINT をはじめ
とするインテリジェンス分析を組み合わせ、国家・経済安全保障領域におけるサイバー防衛機能を強化しま
す。また、⾏政機関や重要インフラ事業者への情報提供・分析⽀援を通じて、サイバー脅威を早期に捉え、
被害の未然防⽌や迅速な意思決定につながる⽀援体制の構築を⽬指します。 
 
【GMO ナショナルセキュリティ株式会社について】（https://national-
security.gmo/） 
 GMO ナショナルセキュリティは、GMO サイバーセキュリティ by イエラエ株式会社の 100%出資によ
り設⽴された専業会社です。GMO イエラエの技術⼒と知⾒を基盤に、機密性の⾼い情報を取り扱う体制を
備え、独⽴した組織として運営します。 
 
【GMO サイバーセキュリティ by イエラエについて】 
（https://gmo-cybersecurity.com/） 

GMO サイバーセキュリティ by イエラエは、国内最⼤規模のホワイトハッカーで組織されたサイバーセ
キュリティのプロフェッショナルカンパニーです。会社理念である「⼈を助ける信念を守るチカラに変えて
いく」ために今後も最先端の技術と実践的な教育を通じて、⽇本のサイバーセキュリティの強化に貢献して
いきます。また、「世界⼀のホワイトハッカーの技術⼒を⾝近に」を⽬指して、各種脆弱性診断、ペネトレ
ーションテスト、セキュリティコンサルタント、SOC サービス、フォレンジック調査まで包括的にサイバ
ーセキュリティ対策サービスをご提供します。 

以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【GMO ナショナルセキュリティ株式会社】（URL︓https://national-security.gmo/） 

会 社 名 GMO ナショナルセキュリティ株式会社 (GMO National Security, Inc.) 

所 在 地 東京都渋⾕区桜丘町 26番 1号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役社⻑ ⼤越⼤造 
事 業 内 容 ■Webアプリ及びスマホアプリ脆弱性診断 ■ペネトレーションテスト 

●GMO インターネットグループ株式会社 
グループ広報部 PRチーム 望⽉ 
TEL︓03-5456-2695  
お問い合わせ︓https://group.gmo/contact/press-inquiries/ 

【報道関係お問い合わせ先】 
●GMO サイバーセキュリティ by イエラエ株式会社  
 マーケティング部 広報 伊礼 
 TEL︓03-6276-6045 
 E-mail︓pr@gmo-cybersecurity.com 

https://national-security.gmo/
https://national-security.gmo/
https://gmo-cybersecurity.com/
https://national-security.gmo/
https://group.gmo/contact/press-inquiries/
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■不正利⽤（チート）診断 ■IoT脆弱性診断 ■⾃動⾞脆弱性診断  
■フォレンジック調査 ■CSIRT⽀援   ■クラウドセキュリティ診断 
■クラウドセキュリティ・アドバイザリー 

資 本 ⾦ 1億円 
出資⽐率 GMO サイバーセキュリティ by イエラエ株式会社 100％ 

 
【GMO サイバーセキュリティ by イエラエ株式会社】（URL︓https://gmo-cybersecurity.com/） 

会 社 名 GMO サイバーセキュリティ by イエラエ株式会社 

所 在 地 東京都渋⾕区桜丘町 26番 1号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役 CEO 牧⽥ 誠 
事 業 内 容 ■Webアプリ及びスマホアプリ脆弱性診断 ■ペネトレーションテスト 

■不正利⽤（チート）診断 ■IoT脆弱性診断 ■⾃動⾞脆弱性診断  
■フォレンジック調査 ■CSIRT⽀援   ■クラウドセキュリティ診断 
■クラウドセキュリティ・アドバイザリー 

資 本 ⾦ 1億円 

【GMO インターネットグループ株式会社】（URL︓https://group.gmo/） 

会 社 名 GMO インターネットグループ株式会社 （東証プライム市場 証券コード︓9449） 

所 在 地 東京都渋⾕区桜丘町 26番 1号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役グループ代表 熊⾕ 正寿 
事 業 内 容 持株会社（グループ経営機能） 

 
■グループの事業内容 
インターネットインフラ事業 
インターネットセキュリティ事業    
インターネット広告・メディア事業 
インターネット⾦融事業      
暗号資産事業 

資 本 ⾦ 50億円 

Copyright （C） 2026 GMO Cybersecurity by Ierae, Inc. All Rights Reserved. 
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